
令和元年度 第１回 小樽市立高等看護学院 外部評価委員会 議事録

日時：令和 2年 3月 23日（木）14：00～15：00
出席者：小樽市立病院 事務部長 金子 文夫

小樽市立病院 看護部長 萩原 正子

小樽市立高等看護学院 学院長 馬渕 正二

事務長 鈴木 健介

副学院長 佐藤 節子

１．学院長より挨拶

２．小樽市立高等看護学院外部評価委員会設置要綱について(別紙 1)
事務長より別紙 1について説明。全員で確認した。内容については特に意見はなし。

３．2018年度の取組み状況と評価について(別紙 2、3)
別紙 2、3について副学院長 佐藤より説明。

自己評価について、Ⅰ～Ⅺの結果については、

・他の自治体病院の結果などと比較し、検討してみるのもよいのではないかという意見。

・評価尺度がわかりにくいため、尺度の説明を付け加えてほしい（この尺度でよいかということも

検討する必要もあるのでは）。

・別紙２と３の項目が 9項目と 6項目の標記となっているため、項目を合わせるようにしたほうが

比較しやすいのでは。

・評価結果については、特に質問や意見はなかった。

・参考資料の組織目標については、目標設定についてどのように行っているか質問があった。副学

院長他、管理職が設定しているため、意見として、昨年度の評価をもとに教員間で内容について

検討しては、SWOTなどの目標管理ツールを使用してみるのもどうか、という意見をいただいた。

・全体として、数年ぶりに実施した自己評価結果であることや、外部評価については初めてである

ことなどを鑑みて、今後は数年実施してみて、データを積み上げ評価することも必要ではないか

という意見をいただいた。

４．その他

特になし。

次回委員会予定 7月


